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今週のキーワード

AI材料革新
自律型ラボと原子制御で新材料開発を加速

41
件

記事総数

9
カ国

対象国

1.15
ZT値

熱電性能

3
GWh

全固体電池

今週の全41記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 ウェアラブル熱管理AI 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

AI駆動型フォトサーマルPCMがウェアラブル熱管理を
革新。体温・環境に自動適応し、快適性向上と医療モ
ニタリングに貢献。

#02 MIT形状変化デバイス 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

MITが形状変化と電気接続を両立する3Dプリントシス
テム「bifur-circuits」を開発。ロボットグリッパー等
に応用。

#03 自己修復金属開発 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

ロシアの研究者が加熱で亀裂を修復する自己修復金属
を開発。高エントロピー合金と低融点介在物の組み合
わせ。

#04
SolsticeがElement買
収

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

SolsticeがElement Solutionsを145億ドルで買収。先
端材料プラットフォームを強化し、エレクトロニクス
・AI市場を狙う。

#05 AI材料発見期間短縮 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AI誘導型自律材料発見プラットフォームが新材料発見
期間を数十年から数週間に短縮。閉ループMLとロボッ
ト実験を統合。

#06 PCM効率最大化技術 技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
熱伝達フィンとナノ流体でPCM効率を向上。電子機器
冷却、再生可能エネルギー、廃熱回収に応用。

#07 AI材料科学研究刷新 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AIが材料科学研究を刷新。特性予測から原子モデル、
生成逆設計、自律的発見へと進化し、効率と精度を向
上。

#08
PCM熱性能向上レビュ
ー

学術論文
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

PCMの熱性能向上法をレビュー。低熱伝導率、漏洩、
過冷却対策を議論し、建築・太陽熱・産業廃熱応用を
促進。

#09
AIチップ・EV冷却新技
術

技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

AIチップ・EVバッテリー冷却に液体冷却、PCM、AI
駆動型システムを統合。グラフェンPCM等新材料が性
能向上。

#10
超耐摩耗ta-Cコーティ
ング

技術発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

フラウンホーファーIWSがレーザーアークプロセスで
100μm超厚のta-Cコーティングを開発。産業システ
ムの耐用年数と効率を改善。

#11
韓国Atommer資金調
達

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

韓国AtommerがLGなどから資金調達。100μm以下の
超薄型熱バリアコーティングでバッテリー火災リスク
を低減。

#12
MIT古代コンクリート
逆設計

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

MITが古代ローマのコンクリートを逆設計し、自己修
復建材を開発。石灰クラスターが亀裂を封止するメカ
ニズムを解明。

#13 生分解性SAPs開発 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
A&B; Smart Materialsが生分解性SAPsを開発。衛生
用品や農業のマイクロプラスチック問題解決へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14
原子電子トモグラフィ
ー

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○

原子電子トモグラフィーが高エントロピー合金の結晶
形成で中間状態と多経路を発見。古典的核生成理論を
覆す。

#15
新分子ヘキサナイトロ
ゲン

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○

新分子ヘキサナイトロゲン（N₆）が発見され、炭素フ
リーエネルギー貯蔵の新たな可能性を提示。N₂変換で
大量エネルギー放出。

#16
メタマテリアルバイオ
センサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

マイクロ波メタマテリアルバイオセンサーが非標識血
液分析で高感度を達成。POCTでの迅速なバイオマー
カースクリーニングに有望。

#17
MIT、AI材料設計安定
化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

MITがAI拡散モデルと言語モデルを統合した「CrysV
CD」を開発。実用可能な材料設計の安定率70%を達
成し計算コスト削減。

#18 熱エネ貯蔵最適化 技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノ流体、PCM、熱電発電機の革新で熱エネルギー貯
蔵を最適化。再生可能エネルギー活用と電力網安定化
に貢献。

#19
X線ビーム100倍高輝
度化

研究イン
フラ

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

ローレンス・バークレー国立研究所が高度光源をアッ
プグレードし、X線ビームを100倍高輝度化。量子コ
ンピューティング等の発見を加速。

#20
自己修復フレキシブル
センサー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ポリウレタンベース自己修復性フレキシブルセンサー
が、機械的完全性・導電性・多機能性を統合。表皮エ
レクトロニクス等に応用。

#21
非シリコン太陽電池進
化

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

非シリコン系太陽電池が進化。界面工学と鉛フリーペ
ロブスカイトで高効率と耐久性を両立し、環境負荷低
減に貢献。

#22 原子欠陥複製技術 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

MITとORNLが原子欠陥を正確に複製する「原子フォ
トコピア」を開発。量子デバイスの室温安定性実現に
貢献。

#23 ソフトロボ持続可能性 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

ソフトロボティクスに持続可能性と機能性を統合。フ
ッ素フリー表面化学と自己修復ハイドロゲルでデバイ
ス寿命とリサイクル性向上。

#24 卵白由来圧電センサー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

卵白由来リゾチーム-PVA複合膜でフレキシブル圧電バ
イオセンサーを開発。ウェアラブル生体統合型エレク
トロニクスへ。

#25 熱電性能ZT値1.15 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

Bi2Te2.7Se0.3の熱電性能がZT値1.15を達成。微細
構造制御と粉末プロセスで廃棄熱回収・ウェアラブル
デバイスに貢献。

#26 廃棄物由来熱電発電機 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

アップサイクル廃棄物由来の熱電発電機プロトタイプ
が5.82K温度差で180.75mV生成。低コスト循環型ス
マートテキスタイルへ。

#27 自己給電ウェアラブル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

鉛フリー圧電材料とナノ構造設計で自己給電型ウェア
ラブルシステムが進化。マルチモーダルなデジタルヘ
ルスを実現。

#28
感光性ハイドロゲル開
発

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

中国科学技術大学が光のみで80,000%膨張・変形可
能な感光性ハイドロゲルを開発。ソフトロボティクス
に革新。

#29
バイオミメティックハ
イドロゲル

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

バイオミメティックハイドロゲルが生体エレクトロニ
クスとHMIを革新。ポリマー・カーボン・金属複合体
で多機能性を統合。

#30
材料スタートアップ投
資

市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

VCがアドバンスドマテリアルズ分野のスタートアップ
に活発に投資。AI駆動型材料発見やグリーンケミスト
リーが注目。

#31 希土類不使用モーター 企業戦略
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

ニロン、マーレ、AEMが希土類不使用モーター技術で
商用化進展。ニロンは日本のASPINAと提携、マーレ
はeアクスル発表。

#32
NUS、AIファウンドリ
設立

研究イン
フラ

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

シンガポール国立大学がAI統合型材料発見「AIファウ
ンドリ」を設立。高エントロピー合金等で開発サイク
ルを数ヶ月から数週間に短縮。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#33
三菱ケミカル、負熱膨
張F

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

三菱ケミカルがAIサーバー向け半導体パッケージの反
りを抑制する新規負熱膨張性フィラー「M-Filleris™
NTE」を商用化。

#34 Teknor Apex投資部門 企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Teknor Apexがマテリアルサイエンス・スタートアッ
プ投資部門「TekVentures」を設立。AI駆動型材料発
見やグリーンケミストリーを推進。

#35
MIT、AIモデルCrysVC
D

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

MITがAIモデル「CrysVCD」を開発。実用的な材料設
計の安定性検証時間を大幅短縮し、半導体冷却材等に
応用。

#36
Xenergy全固体電池量
産

企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Xenergyが1億ドル超の資金調達を完了し、3GWh級
全固体電池量産ラインを増設。ドローン・電動二輪車
向け量産を加速。

#37 材料品質管理の重要性 解説記事
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Chemlyte Solutionsが先進材料製造における品質管理
の重要性を強調。航空宇宙、ヘルスケア、エレクトロ
ニクス産業向けに貢献。

#38
AIでGRCop-42
3Dプリント

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

WSUがAIで航空宇宙向け金属合金GRCop-42の3Dプ
リントを「民主化」。低コストで広範なアクセスを実
現。

#39 I.S.T.熱制御フィルム 新製品
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●

I.S.T.が宇宙船熱制御フィルム「White TORMED®」
を発表。2026年11月に先行生産開始、2028年秋の量
産を目指す。

#40
EVバッテリー熱管理ガ
イド

解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

EVバッテリー熱管理システム設計ガイドがPCMの重要
性を解説。冷却性能、コスト、リスクのトレードオフ
を詳述。

#41
ATLANT 3D
Nanofabricator

技術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ATLANT 3DがAI駆動型材料発見と原子スケール製造
を統合する「Nanofabricator
Pro」を発表。半導体、量子技術を加速。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ AIによる材料開発の加速は、自社のR&D;戦略にどのような影響を与えるか？
MITやNUSがAIと自動実験を統合した「AIファウンドリ」や「CrysVCD」で材料発見期間を数十年から数週間に短縮。こ
の革新は、自社の材料開発プロセスを根本から見直す必要性を示唆しています。AIツール導入の具体的な計画はあります
か？

❷ 全固体電池の量産化進展は、EV・ドローン市場のサプライチェーンをどう変えるか？
Xenergyが1億ドル超の資金調達で3GWh級全固体電池量産ラインを増設し、ドローン・電動二輪車向けに1,000万個以上
のセルを供給済み。この動きは、既存のリチウムイオン電池サプライヤーやEV・ドローンOEMにとって、新たな競争環境
と調達戦略の再構築を迫るものとなります。

❸ 自己修復・環境配慮型材料の台頭は、製品設計の前提を覆すか？
MITの自己修復コンクリート、生分解性SAPs、自己修復性フレキシブルセンサーなど、材料の寿命延長と環境負荷低減が
急速に進んでいます。これらの技術は、製品の耐久性、メンテナンス、リサイクル性に関する設計思想を根本から変え、
新たな市場価値を創造する可能性を秘めています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料探索全固体電池

希土類フリー

半導体PKG

自己修復

熱管理材

生分解SAPs

熱電発電

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料探索 注意 開発期間短縮、新材料 競争激化、投資遅れ

● 全固体電池 注意 高安全性、新規市場 既存技術陳腐化

● 希土類フリー 注意 サプライチェーン安定 技術転換コスト

● 半導体PKG 機会大 高性能化、市場拡大 技術追従必要

● 自己修復 機会大 製品寿命延長、新機能 材料転換コスト

● 熱管理材 機会大 デバイス性能向上 既存技術競争

● 生分解SAPs 機会大 環境規制対応、新規 既存製品代替



機能性材料 Weekly Intelligence Report | 2026-08-29 | Page 5

● 熱電発電 参考 廃熱回収、自律給電 —
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深掘り ① ― 希土類不使用モーター、商用化加速
#31 | 2026/08/27 | Adamas Intelligence | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

ニロン、マーレ、AEMの3社が、希土類元素に依存しないモーター技術の商用化を加速しています。ニロンは日本のAS
PINAと提携し、鉄窒化物ベースの高性能磁石技術を展開。マーレは永久磁石もスリップリングも不要な370kWトラッ
ク用eアクスルを発表し、95%以上の高効率を達成しました。

AEMは2100万ドルの資金調達を完了し、高出力アプリケーションへの展開を計画しています。これらの動きは、電気
自動車（EV）や産業機械におけるサプライチェーンの脱中国依存を加速させ、地政学リスクの低減と持続可能なモータ
ー製造に貢献します。

▶ 技術者の視点

【機会】日本の材料・部品メーカーにとって、希土類フリー技術はサプライチェーンの安定化とコスト
競争力向上に直結する大きな機会です。特にASPINAのように、ニッチながらも高性能なモーター技術
を持つ企業との連携は、新たな市場開拓の足がかりとなります。EVや産業機械のOEMは、調達リスク低
減と環境規制対応の観点から、これらの技術を積極的に評価すべきです。 【脅威】既存の希土類磁石サ
プライヤーや、希土類フリー技術への転換が遅れる企業にとっては、市場シェアの喪失や技術的陳腐化
のリスクが高まります。特に、マーレのeアクスルのような高出力・高効率製品の登場は、既存の設計前
提を覆す可能性があります。 【次のアクション】日本のモーターメーカーや材料メーカーは、鉄窒化物
磁石や電磁石技術の動向を注視し、自社のR&D;戦略に組み込むべきです。調達部門は、希土類フリー部
品のサプライヤー評価を即時開始し、短期的にパイロット導入を検討すべきです。

深掘り ② ― 三菱ケミカル、AIサーバー向け負熱膨張フィラー商用化
#33 | 2026/08/27 | Mitsubishi Chemical Corporation | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

三菱ケミカルは、AIサーバー向け半導体パッケージの反りを抑制する新規負熱膨張性フィラー「M-Filleris™ NTE」の
商用化を発表しました。高集積化・高発熱化が進む先端半導体パッケージにおいて、異なる材料間の熱膨張係数ミスマ
ッチによる反りを効果的に最小限に抑えます。

2026年度末までに先行製品の販売を開始し、2027年度下期には量産体制を確立する計画です。この技術は、半導体製
造プロセスでの歩留まり向上と、最終製品の信頼性向上に大きく貢献し、日本の半導体サプライチェーンにおける重要
なソリューションとなります。

▶ 技術者の視点

【機会】日本の材料メーカーにとって、先端半導体パッケージング市場における高付加価値材料の提供
は大きな機会です。三菱ケミカルの「M-Filleris™ NTE」は、AIサーバーという成長市場のボトルネッ
クを解決するものであり、日本の材料技術の優位性を示すものです。半導体PKGメーカーは、このフィ
ラーの導入により、設計自由度と製品信頼性を向上させることができます。 【脅威】競合他社は、同様
の負熱膨張性材料の開発を急ぐ必要があります。この種の材料は、半導体パッケージの高性能化に不可
欠となるため、技術的な遅れは市場競争力に直結します。特に、量産体制の確立が2027年度下期と明記
されており、市場投入までの時間が限られています。 【次のアクション】半導体PKG設計部門は、この
フィラーのサンプル評価を即時開始し、自社製品への適用可能性を検討すべきです。R&D;部門は、負熱
膨張性材料のメカニズムと応用に関する研究を強化し、競合技術の動向を継続的に監視すべきです。
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深掘り ③ ― AIと原子スケール製造の融合：Nanofabricator Pro
#41 | 2026/08/26 | 3Druck.com | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●○○

ATLANT
3Dは、AI駆動型材料開発と原子スケールでの実験的製造・検証を統合した製造プラットフォーム「Nanofabricator Pr
o」を発表しました。直接原子層加工（DALP）技術を基盤とし、半導体、先進パッケージング、量子技術に不可欠な原
子レベルでの精密な材料堆積を可能にします。

このシステムは、AIが予測した材料候補を実際に原子レベルで製造し、即座に特性評価を行うことで、材料設計サイク
ルを劇的に短縮します。AIの予測能力と精密な製造技術を融合させることで、材料発見における「実験のボトルネック
」を解消し、次世代技術のイノベーションを加速します。

▶ 技術者の視点

【機会】AIによる材料探索と原子スケール製造の統合は、日本の材料・半導体メーカーにとって、新材
料開発のリードタイム短縮とコスト削減に繋がる大きな機会です。特に、半導体パッケージングや量子
技術分野では、原子レベルでの精密な材料制御が不可欠であり、このプラットフォームは競争優位性を
確立する上で重要なツールとなり得ます。R&D;部門は、このような統合型プラットフォームの導入を検
討すべきです。 【脅威】この技術は、従来の試行錯誤型材料開発プロセスを陳腐化させる可能性があり
、導入が遅れる企業は国際競争力を失うリスクがあります。特に、AIと製造技術の融合は、専門知識の
再構築を要求するため、人材育成と組織変革が急務となります。 【次のアクション】R&D;部門は、AI
駆動型材料設計と原子スケール製造技術の最新動向を継続的に調査し、自社への導入可能性を評価すべ
きです。経営企画部門は、この種の先進プラットフォームへの戦略的投資を中長期計画に組み込むこと
を検討すべきです。

その他の注目記事
MITが形状変化スマートデバイス構築システム「bifur-circuits」を開発、ロボットグリッパーなどに応用 (MIT News)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

形状変化と持続的電気接続を両立する3Dプリントシステムは、ソフトロボティクスやウェアラブルデバイスの設計に革
新をもたらすでしょう。

フラウンホーファーIWS、レーザーアークプロセスで100マイクロメートル超厚の超耐摩耗性ta-Cコーティングを開発 (Fraunhofer-Institut für Werkstoff- und
Strahltechnik IWS)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○

従来の限界を超えた超厚膜ta-Cコーティングは、エンジン部品や切削工具の長寿命化とエネルギー効率改善に大きく貢
献する可能性を秘めています。

韓国Atommer、LG Electronicsなどからシード資金調達：超薄型熱バリアコーティングでバッテリー安全性を強化 (WOWTALE)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

100μm以下の超薄型熱バリアコーティングは、バッテリーの安全性向上と小型化を両立させ、IT・EV市場に大きな影
響を与えるでしょう。

A&B; Smart Materials、生分解性SAPsでマイクロプラスチック代替へ：HECパリと資金調達 (HEC Paris)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

セルロース・デンプン由来の生分解性SAPsは、衛生用品や農業分野のマイクロプラスチック問題解決に貢献し、年間1
70億ドル市場に変革をもたらす可能性があります。

非シリコン系太陽電池が飛躍的進化：界面工学と鉛フリーペロブスカイトで高効率と耐久性を両立 (ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
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鉛フリーペロブスカイトの高安定化は、環境に優しく高効率な次世代太陽電池の実用化を加速させ、BIPVなど多様な応
用を可能にします。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】AI駆動型材料設計に関する最新論文（#41, #17,
#35）を精査し、自社R&D;への導入可能性について議論を開始する。

• 【調達】希土類不使用モーター（#31）のサプライヤー動向を調査し、既存サプライチェーンのリスク評価と代
替品検討に着手する。

• 【半導体PKG】三菱ケミカルの負熱膨張性フィラー「M-Filleris™
NTE」（#33）のサンプル情報収集と評価計画を立案する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】自己修復材料（#12, #20, #23）や生分解性SAPs（#13）の技術動向を深掘りし、自社製品への応
用アイデアをブレインストーミングする。

• 【EV設計】全固体電池（#36）の最新性能データと量産計画を収集し、次期EVモデルへの採用可能性について
予備検討を開始する。

• 【経営企画】AIファウンドリ（#32）のような材料開発プラットフォームへの投資や提携の可能性について、
情報収集と初期評価を行う。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】AIを活用した材料設計・探索プラットフォームの導入に向けたロードマップを策定し、必要な人材育
成と予算確保を進める。

• 【製造】希土類フリーモーターや全固体電池の量産技術に関する情報交換会をサプライヤーと開催し、将来的な
製造プロセス転換の準備を進める。

• 【製品企画】自己修復性や環境配慮型材料を前提とした、製品の長寿命化・高付加価値化に向けた新製品コンセ
プトの検討を開始する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-29
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収録記事一覧

#01 ウェアラブル向け次世代熱管理技術、AI駆動型相変化材料が適応性を大幅向上

#02 MITが形状変化スマートデバイス構築システム「bifur-circuits」を開発、ロボットグリッパーな
どに応用

#03 ロシアの南ウラル州立大学、加熱で自己修復する画期的な金属材料を開発

#04 Solstice Advanced Materials、Element Solutionsを145億ドルで買収合意、先端材料プラット
フォームを強化

#05 AIが材料科学を革新：自律型ラボで新材料発見期間を数十年から数週間に短縮

#06 熱伝達フィンとナノ流体で相変化材料の効率を最大化、電子機器冷却と再生可能エネルギーに貢
献

#07 AIが材料科学研究を刷新：2025年論文が示す原子モデル、生成逆設計、自律的発見への進化

#08 IJFMRが相変化材料の熱性能向上法をレビュー：建築・太陽熱・産業廃熱応用への道

#09 次世代AIチップ・EVバッテリー冷却へ新技術：グラフェンPCM、液体冷却、AIシステムが発熱
問題解決

#10 フラウンホーファーIWS、レーザーアークプロセスで100マイクロメートル超厚の超耐摩耗性ta-

Cコーティングを開発

#11 韓国Atommer、LG Electronicsなどからシード資金調達：超薄型熱バリアコーティングでバッテ
リー安全性を強化

#12 MITが古代ローマのコンクリートを逆設計：2000年前の技術で現代の自己修復建材を創出

#13 A&B Smart Materials、生分解性SAPsでマイクロプラスチック代替へ：HECパリと資金調達

#14 原子電子トモグラフィーが結晶形成の定説を覆す：高エントロピー合金で中間状態と多経路を発
見

#15 新分子ヘキサナイトロゲン（N₆）発見：炭素フリーエネルギー貯蔵の新たな地平を拓く

#16 非標識血液分析へ有望なマイクロ波メタマテリアルバイオセンサー、高速生体マーカースクリー
ニングを実現

#17 MIT、AI拡散モデルと言語モデルを統合し、実用可能な材料設計の安定率70%を達成し計算コス

トを大幅削減

#18 ナノ流体・PCM・熱電発電機の革新で熱エネルギー貯蔵を最適化、再生可能エネルギー活用とグ
リッド安定化を推進

#19 ローレンス・バークレー国立研究所、高度光源アップグレードによりX線ビームを100倍高輝度
化、量子コンピューティングとエネルギー貯蔵分野の発見を加速



#20 ポリウレタンベース自己修復性フレキシブルセンサー、分子設計により機械的完全性・導電性・
多機能性を統合

#21 非シリコン系太陽電池が飛躍的進化：界面工学と鉛フリーペロブスカイトで高効率と耐久性を両

立

#22 MITとオークリッジ国立研究所、原子欠陥を正確に複製する「原子フォトコピア」を共同開発、
量子デバイスの室温安定性実現に貢献

#23 ソフトロボティクスに持続可能性と機能性を統合：フッ素フリー表面化学と自己修復ハイドロゲ
ルがデバイス寿命とリサイクル性を向上

#24 卵白由来リゾチーム-PVA複合膜、フレキシブル圧電バイオセンサーを開発、ウェアラブル生体統
合型エレクトロニクスへ

#25 Bi2Te2.7Se0.3の熱電性能がZT値1.15を達成、微細構造制御と粉末プロセス設計で廃棄熱回収
とウェアラブルデバイスに貢献

#26 アップサイクル廃棄物由来の熱電発電機プロトタイプが5.82Kの温度差で180.75mVを生成、低
コスト循環型スマートテキスタイルエレクトロニクスへ

#27 自己給電型ウェアラブルシステム、鉛フリー圧電材料とナノ構造設計でマルチモーダルなデジタ
ルヘルスを実現

#28 中国科学技術大学、光のみで80,000%膨張・変形可能な新規感光性ハイドロゲルを開発、ソフ
トロボティクスに革新

#29 バイオミメティックハイドロゲルの進展、ポリマー・カーボン・金属複合体により生体エレクト

ロニクスとヒューマン・マシン・インタラクションを革新

#30 アドバンスドマテリアルズ分野の有望スタートアップ9社、VCが熱視線を送る

#31 ニロン、マーレ、AEMが希土類不使用モーター技術で商用化進展：ASPINAと提携、トラック用e
アクスルを発表、AEMは2100万ドル調達

#32 シンガポール国立大学がAI統合型材料発見「AIファウンドリ」を設立、高エントロピー合金など

で開発サイクルを数ヶ月から数週間に短縮へ

#33 三菱ケミカル、AIサーバー向け半導体パッケージの反りを抑制する新規負熱膨張性フィラー「M-
Filleris™ NTE」を商用化

#34 Teknor Apexがマテリアルサイエンス・スタートアップ投資部門「TekVentures」を設立：AI駆
動型材料発見やグリーンケミストリーを推進

#35 MIT研究者、AIモデル「CrysVCD」を開発し、実用的な材料設計における安定性検証時間を大幅

短縮：半導体冷却材やデータセンター用途で応用

#36 Xenergy、1億ドル超のシリーズB資金調達を完了し、3GWh級全固体電池量産ラインを増設：ド
ローン・電動二輪車向けリチウム金属全固体電池の量産を加速

#37 Chemlyte Solutions、先進材料製造における品質管理の重要性を強調：航空宇宙、ヘルスケア、
エレクトロニクス産業向けに革新と高水準を追求



#38 ワシントン州立大学の研究者、AIで航空宇宙向け金属合金GRCop-42の3Dプリントを「民主
化」：より低コストで広範なアクセスを実現

#39 I.S.T.が宇宙船熱制御フィルム「White TORMED®」を発表：2026年11月に先行生産開始、

2028年秋の量産を目指す

#40 EVバッテリー向け熱管理システム設計ガイドがPCMの重要性を解説：冷却性能、コスト、リスク
のトレードオフを詳述

#41 ATLANT 3D、AI駆動型材料発見と原子スケール製造を統合する「Nanofabricator Pro」を発
表：半導体、先進パッケージング、量子技術を加速



#01 ウェアラブル向け次世代熱管理技術、AI駆動型相変化
材料が適応性を大幅向上

概要

スマートマテリアルとデバイスに関する新たなレビュー論文が、ウェアラブル熱管理
およびスマートヘルスケア向けフォトサーマル相変化材料（PCM）の進展を報告し
た。この研究は、PCMを光熱変換、電熱加熱、およびセンシング機能と統合すること

で、体温に自動的に適応するウェアラブルシステムが実現可能であることを示唆して
いる。これにより、従来の熱管理技術の課題を克服し、熱性能とウェアラビリティ、
耐久性、人間との適合性のバランスが大きく改善される。今後は、データ駆動型アプ

ローチとAIガイドによる設計最適化が、これらの次世代システム開発の鍵となるだろ
う。

公開日 2026年08月21日  Science Exploration Press  国際



詳細

主要成果

新たなレビュー論文は、フォトサーマル相変化材料（PCM）がウェアラブル熱管理およ
びスマートヘルスケアアプリケーションにおいて、これまでになく高い適応性を提供す
ることを示している。特に、PCMと光熱変換、電熱加熱、そして高度なセンシング機能
を統合することで、着用者の体温や環境条件にリアルタイムで応答し、熱を自律的に調
整するシステムが開発されつつある。これにより、快適性の向上だけでなく、医療モニ
タリングやパフォーマンス向上といった新たな応用分野への道が開かれる。

技術・臨床詳細

従来の熱管理ウェアラブルは受動的または手動調整が主であったが、最新のPCMは外部
刺激（光、電気）に応答して相変化を誘発し、能動的な熱制御を可能にする。例えば、
寒冷時には発熱し、温暖時には冷却する双方向の熱管理が可能となる。さらに、これら
の材料は着用性、耐久性、そして人体との生体適合性を高める設計が重視されており、
柔軟な素材への組み込み技術が進展している。データ駆動型アプローチと人工知能
（AI）による設計最適化は、数あるPCM候補の中から最適な組成と構造を迅速に特定
し、開発プロセスを飛躍的に加速させている。

背景・業界文脈

スマートウェアラブル市場の成長に伴い、効率的かつ快適な熱管理技術の需要が急増し
ている。特に、アスリートのパフォーマンス向上、医療患者の体温管理、そして日常的
な快適性の追求において、既存のソリューションでは限界があった。フォトサーマル
PCMの進展は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供し、市場に大きな影響を与
える可能性を秘めている。耐久性や洗濯可能性など、実用化に向けた課題は残るもの
の、AIによる設計支援がその解決を加速すると期待されている。



今後の展望

この技術の成熟は、スマート衣料、高機能スポーツウェア、医療用ウェアラブルデバイ
ス、そして作業環境を最適化する産業用ウェアラブルなど、幅広い分野での革新をもた
らすだろう。将来的には、エネルギー消費を最小限に抑えつつ最大限の快適性を提供す
る、完全に自律した「スマートスキン」のような熱管理システムの実現が期待される。
継続的な研究開発により、さらに高性能でコスト効率の良いPCMが開発され、市場投入
が加速する見込みである。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQFGoqO15yrTdv8YaVu3cjgZqZ6NtEdwzJyNItiksPjwaktYYfvbJ2NYGjkZdOW4XSazusxpuuffScO7D

YeHblRSYXBjciYZXfRMMmxUEtPhhG_M11tOB15Xww==
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#02 MITが形状変化スマートデバイス構築システム
「bifur-circuits」を開発、ロボットグリッパーなどに応用

概要

MITの研究者たちが、持続的な電気接続を維持しながら形状を変えられるスマートデ
バイスを構築するためのシステム「bifur-circuits」を開発した。この3Dプリントされ
たモジュール式コンポーネントは、自身の形状を感知できる機械的メタマテリアルと

して機能する。この革新は、アシスト家具、ロボットグリッパー、再構成可能なアン
テナなどのアプリケーションにおいて、迅速なプロトタイピングと高い耐久性をもた
らす。広範な圧縮テスト後も電気接続の高い堅牢性が実証されている。

公開日 2026年08月27日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、「bifur-circuits」と呼ばれる新しい
システムを開発し、形状を変化させつつも永続的な電気接続を維持するスマートデバイ
スの構築を可能にした。このシステムは、3Dプリントされたモジュール式の部品から構
成され、機械的メタマテリアルとして機能することで、自身の形状変化を感知できると
いう画期的な能力を持つ。これにより、従来の柔軟性を持つデバイスが抱えていた電気
接続の不安定性という根本的な課題が解決される。

技術・臨床詳細

「bifur-circuits」は、複雑な機械的動作中に電気接続を保持するように設計された特殊
な3Dプリント構造を活用している。このメタマテリアルは、内部のひずみや変形を電気
信号として感知する能力を持つため、外部センサーなしでデバイスの物理的状態を把握
できる。研究チームは、アシスト家具のように形状が変化するサポート構造、把持対象
に応じて形を変えるロボットグリッパー、そして最適な信号伝送のために再構成可能な
アンテナなど、多岐にわたる応用可能性を実証した。特に、広範な圧縮テスト後も電気
接続の耐久性が高い水準で維持されることが確認されており、実用化に向けた堅牢性が
裏付けられている。

背景・業界文脈

スマートデバイスやロボット工学の分野では、物理的な柔軟性と高度な機能性を両立さ
せる技術が長らく求められてきた。しかし、従来のフレキシブルエレクトロニクスで
は、繰り返し変形する際の電気的信頼性や耐久性が大きな課題となっていた。MITの
「bifur-circuits」は、この問題を革新的な方法で解決し、設計者がより複雑で適応性の
高いデバイスを容易に開発できるプラットフォームを提供する。これにより、設計・製
造のサイクルが短縮され、市場投入までの時間が大幅に削減される可能性を秘めてい
る。



今後の展望

このモジュール式で再構成可能なシステムの登場は、迅速なプロトタイピングとカスタ
ムメイドデバイスの大量生産を促進し、さまざまな産業分野に波及効果をもたらすこと
が期待される。特に、医療機器、消費者向け電子機器、航空宇宙、ロボット工学といっ
た分野で、これまでにない機能を持つデバイスの創出が加速するだろう。今後、さらに
多様な材料や製造プロセスとの統合が進むことで、「bifur-circuits」は形状変化スマー
トデバイスの設計における新たな標準となる可能性を秘めている。

元記事: https://news.mit.edu/2026/mit-engineers-create-system-for-building-shape-changing-smart-

devices-0827

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#03 ロシアの南ウラル州立大学、加熱で自己修復する画期
的な金属材料を開発

概要

ロシアの南ウラル州立大学の研究者たちが、加熱によって自身の亀裂を埋める自己修
復金属を開発中である。この革新的な材料は、低融点介在物を含む高エントロピー合
金をマトリックスとして利用する。加熱されると介在物が溶けて微細な欠陥に流れ込

み、冷却・硬化することで亀裂を効果的に修復する。この技術は、構造用金属部品の
早期故障を防止し、従来の自己修復ポリマーと比較して金属材料の耐久性を大幅に向
上させる可能性を秘めている。

公開日 2026年08月20日  The Debrief  アメリカ



詳細

主要成果

ロシアの南ウラル州立大学の研究チームは、熱を加えることで自ら発生した微細な亀裂
を修復する能力を持つ画期的な自己修復金属の開発に取り組んでいる。この技術は、高
エントロピー合金をベースマトリックスとし、その中に特定の低融点介在物を組み込む
ことで実現される。これにより、金属部品の寿命を大幅に延ばし、故障リスクを低減す
る可能性を秘めている。

技術・臨床詳細

開発中の自己修復金属は、高エントロピー合金の堅牢性と、低融点介在物の流動性を組
み合わせたものである。金属に微細な亀裂や欠陥が生じた際、外部から熱が加えられる
と、マトリックス中の低融点介在物が溶融し、毛細管現象によって亀裂の内部へと流れ
込む。その後、冷却されることで介在物が凝固し、亀裂を充填して構造的完全性を回復
させる。このプロセスは、自己修復ポリマーに比べて、構造用金属というはるかに要求
の厳しい分野での実用化を目指すものであり、特に航空宇宙やエネルギー産業における
安全性と信頼性の向上に寄与すると期待されている。

背景・業界文脈

金属材料の疲労破壊や腐食による微細な亀裂は、構造物の寿命を縮め、予期せぬ事故に
つながる重大な課題である。これまで、自己修復機能は主にポリマー材料で研究されて
きたが、金属における実現は極めて困難とされてきた。南ウラル州立大学の研究は、こ
の長年の課題に新たな解決策を提示し、特に高温や高応力下で使用される部品の信頼性
向上に貢献する可能性がある。これにより、メンテナンスコストの削減や資源の有効活
用にも繋がる。

今後の展望

この自己修復金属技術が実用化されれば、航空機部品、発電所のタービン、自動車エン
ジンなど、安全性と耐久性が極めて重要となる分野で広く採用される可能性がある。初
期段階の研究ではあるものの、その原理と効果は非常に有望であり、今後の材料科学研
究において新たなパラダイムを確立するかもしれない。将来的には、より広範囲の温度
条件や異なる種類の合金への適用可能性を探る研究が進められるだろう。



元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQF0sT2-
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T5Zra3MZt7sKU3dbFxUGGtIezorDSjmPLCitkNmjYW4RLypzOyj_swytSIDWsc4cmCMzszfoBF7BnvkZbSZ9eyiyVSE

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#04 Solstice Advanced Materials、Element Solutionsを
145億ドルで買収合意、先端材料プラットフォームを強化

概要

Solstice Advanced Materialsは、Element Solutionsを約145億ドルで買収することに最
終合意したと発表した。この戦略的取引は、大規模な先端材料プラットフォームを構
築し、エレクトロニクスやAIインフラストラクチャなど多様な市場における提供製品

を強化することを目的としている。統合後の新会社は、Kuprion ActiveCopperのよう
な高成長技術の加速を図り、顧客主導のイノベーションを推進するための広範な基盤
を提供する見込みだ。これにより、産業界における先端材料ソリューションのリーデ

ィングカンパニーとしての地位を確立する。

公開日 2026年08月22日  Spray Foam Magazine  アメリカ



詳細

主要成果

Solstice Advanced Materialsは、Element Solutionsを約145億ドルという巨額で買収する
最終合意に達したことを発表した。この買収は、両社の強みを結集し、エレクトロニク
ス、AIインフラストラクチャ、その他のハイテク市場向けに、より包括的で高度な材料
ソリューションを提供できる大規模な先端材料プラットフォームを構築することを目的
としている。これにより、業界における競争力を大幅に強化することが期待される。

技術・臨床詳細

この買収により、Solstice Advanced MaterialsはElement Solutionsが持つ幅広い製品ポー
トフォリオと技術的専門知識を獲得する。Element Solutionsは、電子材料、自動車、工
業用途向けの特殊化学品で知られており、特にエレクトロニクス分野における高性能材
料は、AIインフラストラクチャや次世代デバイスの進化に不可欠である。統合されたプ
ラットフォームは、例えばKuprion ActiveCopperのような革新的な高成長技術の開発と
商業化を加速させ、顧客の具体的なニーズに応じたカスタマイズされた材料開発を促進
する基盤となる。両社の研究開発能力の融合は、新たな材料ブレークスルーを生み出す
可能性を高める。

背景・業界文脈

先端材料市場は、急速な技術革新と新たなアプリケーションの出現により、これまで以
上にダイナミックな成長を遂げている。特に、AI、IoT、EV（電気自動車）といった分
野の発展は、高性能で信頼性の高い材料への需要を飛躍的に高めている。このような背
景から、企業は競争力を維持し、市場でのリーダーシップを確立するために、M&Aを
通じて規模と技術力を拡大する戦略を採ることが多くなっている。今回の145億ドル規
模の買収は、この業界の統合トレンドを象徴するものであり、Solstice Advanced

Materialsが市場での主導的地位を確立しようとする強い意志を示している。



今後の展望

Solstice Advanced MaterialsとElement Solutionsの統合は、先端材料業界に大きな影響を
与えるだろう。結合された事業体は、顧客に対してより広範な製品とサービスを提供で
きるようになり、研究開発への投資も加速すると見られる。これにより、AI半導体、高
性能バッテリー、持続可能なパッケージングなど、将来の成長が見込まれる分野でのイ
ノベーションが促進される。ただし、買収後の統合プロセスがスムーズに進み、シナジ
ー効果を最大限に引き出せるかが、新会社の成功の鍵となる。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-
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https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQHFaYLhP4Kl5svnlknUjErC2swRcBE5BBR2Nc-Em94kozDBGT65izocrRLphovBhyVkhJIqJsy21bZbvgLv2sRuRFLzh3HVzv0zmB6KOj3xXVCEQJ-MabKYUcbjnemC2R_FI19MjrHMjrajv8kfv0ib2a5RuFvksz7-2MrpmUXvYGQsVcrugbol-E7FUX0D5b0fiMmF01wDqMNoootHX122aWgrQWnoH8w45aEa-IlDbX6LIOUPzJaBI3oJR4fauoRs9-0=


#05 AIが材料科学を革新：自律型ラボで新材料発見期間を
数十年から数週間に短縮

概要

新たな視点論文が、AI誘導型自律材料発見プラットフォームの研究課題を提示した。
このアプローチは、閉ループ機械学習とロボット実験を組み合わせることで、高性能
な材料や合金の発見期間を数十年から数週間に劇的に短縮する可能性を秘めている。

特に、逐次学習手法、生成モデリング、ハイブリッドモデルベース戦略に焦点を当て
ることで、材料開発の効率と精度を飛躍的に向上させることが期待されている。

公開日 2026年08月26日  Scifiniti  国際



詳細

主要成果

Scifinitiの視点論文は、人工知能（AI）を活用した「自己駆動型ラボ」が、材料科学の発
見プロセスを根本から変革する可能性を示唆している。この革新的なアプローチは、機
械学習アルゴリズムとロボットによる自動実験を密接に連携させることで、これまで数
十年かかっていた新材料や高性能合金の発見期間をわずか数週間にまで短縮する潜在能
力を持つ。これは、産業界における製品開発サイクルに計り知れない影響を与えるブレ
ークスルーである。

技術・臨床詳細

「自己駆動型ラボ」の中核をなすのは、閉ループの機械学習システムである。このシス
テムは、ロボットによって行われた実験データから学習し、次に実行すべき最適化され
た実験条件を自律的に提案する。具体的には、逐次学習手法を用いて材料特性の探索空
間を効率的にナビゲートし、生成モデリングによって有望な新材料構造を設計する。さ
らに、物理法則に基づいたハイブリッドモデルベース戦略を取り入れることで、実験の
精度と予測の信頼性を高めている。この自律的な探索・検証サイクルにより、人間の介
入を最小限に抑えつつ、かつてない速度で材料の性能限界を押し広げることが可能とな
る。

背景・業界文脈

従来の材料発見プロセスは、試行錯誤に基づく手動実験と専門家の直感に大きく依存し
ており、時間とコストがかかる非効率なものであった。しかし、現代社会が要求する高
性能・高機能材料の需要は増大の一途を辿り、既存の方法論では限界に達していた。AI

技術の急速な進展とロボット工学の成熟が融合した「自己駆動型ラボ」は、この課題に
対する強力な解決策として登場した。これにより、航空宇宙、エネルギー、電子機器、
医療など、あらゆる産業でイノベーションが加速することが期待される。



今後の展望

AI誘導型自律材料発見プラットフォームは、単なる研究効率化に留まらず、材料科学に
おける新たな発見のあり方を再定義するだろう。将来的には、人間が想像もしなかった
ような特性を持つ全く新しい材料が、AIによって自律的に設計・合成される時代が到来
する可能性がある。この技術は、持続可能な社会の実現に必要なクリーンエネルギー材
料、高性能バッテリー、耐環境性構造材料などの開発を加速し、人類が直面する地球規
模の課題解決に貢献する基盤となるだろう。標準化されたデータ共有と倫理的ガイドラ
インの確立が、その健全な発展に不可欠となる。

元記事: https://www.scifiniti.com/3104-4719/3/2026.0041

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.scifiniti.com/3104-4719/3/2026.0041


#06 熱伝達フィンとナノ流体で相変化材料の効率を最大
化、電子機器冷却と再生可能エネルギーに貢献

概要

研究者たちは、熱伝達フィンとナノ流体を利用して相変化材料（PCM）の効率を向上
させることで、熱エネルギー貯蔵を最適化する新たな手法を発見している。この技術
は、電子機器の冷却や再生可能エネルギーデバイスの効率改善を目的としている。特

に、PCMの熱安定性を高めることで、高性能な次世代技術への応用が期待される。ま
た、廃熱回収のためのパイロエレクトリックエネルギー変換も注目されており、高速
度電子機器における熱管理の課題解決に貢献する。

公開日 2026年08月27日  Facebook (EPL - Energy, Physics, Lasers)  国際



詳細

主要成果

熱エネルギー貯蔵の最適化に向けた新たな研究において、熱伝達フィンと先進的なナノ
流体の利用が、相変化材料（PCM）の効率を大幅に向上させることが明らかになった。
この進歩は、電子機器の効率的な冷却システムや再生可能エネルギーデバイスの性能強
化において、極めて重要な意味を持つ。PCMの熱安定性向上と組み合わせることで、次
世代技術への応用可能性が大きく広がっている。

技術・臨床詳細

熱伝達フィンは、PCM内部の熱交換面積を増加させることで、充電・放電サイクル中の
熱伝達速度を加速する。これにより、PCMがより迅速に熱を吸収・放出できるようにな
り、全体のエネルギー貯蔵効率が向上する。さらに、熱伝導率の高い粒子を分散させた
ナノ流体は、従来の作動流体と比較して熱伝達特性を劇的に改善し、PCMの性能をさら
に引き上げる。これらの技術は、特にデータセンターのサーバー冷却、電気自動車のバ
ッテリー熱管理、および太陽熱発電システムにおける熱貯蔵効率の向上に貢献する。ま
た、高温環境下での安定性を確保するためのPCM材料自体の改善も進んでおり、シリコ
ンベースのナノ構造や特定のポリマー複合材料などが研究されている。加えて、高速度
電子機器から発生する廃熱を電気エネルギーに直接変換するパイロエレクトリックエネ
ルギー変換技術も、エネルギー効率の向上に重要な役割を果たすと期待されている。

背景・業界文脈

現代の電子機器は、高性能化に伴い発熱量が飛躍的に増大しており、効果的な熱管理が
デバイスの寿命と性能を左右する。また、再生可能エネルギーシステムの普及には、エ
ネルギーの貯蔵効率とコスト効率が不可欠である。PCMは、その高い潜熱利用能力から
有望な熱貯蔵媒体として注目されてきたが、熱伝導率の低さや長期安定性の課題があっ
た。今回の研究成果は、これらの課題に対する具体的な解決策を提示し、持続可能なエ
ネルギーシステムと高性能電子機器の発展を加速させるものとして期待されている。



今後の展望

熱伝達フィンとナノ流体の統合は、PCMベースの熱エネルギー貯蔵システムの設計にお
いて新たな標準を確立する可能性がある。今後、この技術は、スマートビルディングの
温度管理、産業用廃熱回収、そして宇宙探査における熱制御システムなど、さらに幅広
い分野での応用が期待される。研究者たちは、より優れた熱伝達特性を持つナノ流体
や、より高い相変化温度範囲を持つPCMの開発を継続し、実用化に向けたコスト削減と
スケーラビリティの確保に注力するだろう。AIによる最適化設計も、この分野の進化を
さらに加速させる。

元記事: https://www.facebook.com/physicsworld/posts/-engineers-and-scientists-are-finding-new-ways-

to-optimise-thermal-energy-storag/1500365205462595/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/physicsworld/posts/-engineers-and-scientists-are-finding-new-ways-to-optimise-thermal-energy-storag/1500365205462595/
https://www.facebook.com/physicsworld/posts/-engineers-and-scientists-are-finding-new-ways-to-optimise-thermal-energy-storag/1500365205462595/


#07 AIが材料科学研究を刷新：2025年論文が示す原子モ
デル、生成逆設計、自律的発見への進化

概要

2025年の「AI for Materials Science」分野の注目論文に関する解説記事が、この分野が
特性予測から基礎的な原子モデル、生成逆設計、そして自律的な実験的発見へと進化
していることを指摘している。記事では、機械学習とロボット実験を統合した自律型

ラボや生成AIが議論され、より厳密で信頼性の高い材料発見エンジンへの移行を強調
している。この進化は、新材料開発のプロセスを根本的に変革し、予測可能性と効率
性を大幅に向上させるものだ。

公開日 2026年08月26日  Scifiniti  国際



詳細

主要成果

2025年の「AI for Materials Science」分野における重要な論文群を解説した記事が、材
料科学におけるAIの役割が単なる特性予測から、より高度な基礎的原子モデル、生成逆
設計、そして最終的には自律的な実験的発見へと進化していることを明らかにした。こ
れは、材料設計と発見プロセスにおけるAIの成熟度が高まり、その応用範囲が拡大して
いることを示している。

技術・臨床詳細

記事では、特に機械学習（ML）とロボット実験を統合した自律型ラボの概念が深く掘
り下げられている。これらのラボでは、AIが実験結果から学習し、次の実験条件を自律
的に決定することで、人間の介入なしに材料の探索と最適化を行う。また、生成AIは、
望ましい特性を持つ材料の新しい構造を「逆設計」する能力を示し、従来の試行錯誤ア
プローチとは一線を画する。これらの技術は、材料の安定性、機能性、合成可能性に関
する予測を飛躍的に向上させ、より厳密で信頼性の高い材料発見エンジンへと進化しつ
つある。これは、実験コストと時間を大幅に削減し、科学的発見の速度を加速させる。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、新材料の発見と開発が、産業のイノベーションと持続可能な社会
の実現に不可欠である。しかし、従来の材料研究は膨大な実験と専門知識を要し、非常
に時間とコストがかかるボトルネックとなっていた。近年、計算科学とAI技術の進歩に
より、材料設計の「デジタル化」が進められ、この課題を克服する可能性が生まれてい
る。2025年の論文群は、AIが材料科学における単なるツールから、共同研究者、さらに
は自律的な発見者へと進化していることを明確に示している。



今後の展望

材料科学におけるAIのこの進化は、航空宇宙、エネルギー、電子機器、医療といった広
範な産業分野に波及効果をもたらすだろう。自律型ラボと生成逆設計の成熟は、これま
で発見が困難だったユニークな特性を持つ材料の創出を可能にし、製品性能の飛躍的な
向上や全く新しい技術の開発を促進する。将来的には、人間とAIが協力して、より複雑
な材料システムを設計・最適化する「人間とAIの協働発見」の時代が到来する可能性が
高い。この分野の発展は、効率的で持続可能な材料供給と、未来の技術革新の基盤を築
くことになる。

元記事: https://www.oaepublish.com/articles/jmi.2026.36

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.oaepublish.com/articles/jmi.2026.36


#08 IJFMRが相変化材料の熱性能向上法をレビュー：建
築・太陽熱・産業廃熱応用への道

概要

International Journal For Multidisciplinary Research (IJFMR)に掲載された論文が、持続
可能なエネルギー貯蔵のための相変化材料（PCM）の熱性能向上手法をレビューして
いる。この研究は、低い熱伝導率、漏洩、過冷却といったPCMの課題に対処し、高伝

導性添加剤、金属フォーム、カプセル化などの解決策を議論する。特に、建築物、太
陽熱システム、産業廃熱回収におけるPCMの商業化をシステムレベルで評価すること
の重要性を強調している。

公開日 2026年08月24日  International Journal For Multidisciplinary Research (IJFMR)  国際



詳細

主要成果

持続可能なエネルギー貯蔵システムにおいて、相変化材料（PCM）の熱性能を向上させ
るための包括的なレビュー論文が発表された。この研究は、PCMが抱える主要な技術的
課題、すなわち低い熱伝導率、材料の漏洩、そして過冷却現象に対する具体的な解決策
を詳細に分析している。これにより、建築物の省エネルギー化、太陽熱利用の効率向
上、産業廃熱の有効活用といった幅広い応用分野でのPCMの商業化を加速させるための
ロードマップが提示された。

技術・臨床詳細

論文では、PCMの熱伝導率を向上させるための複数の戦略が提案されている。一つは、
グラフェンやカーボンナノチューブなどの高伝導性ナノ粒子をPCMに添加する方法であ
る。これにより、材料全体の熱伝達能力が飛躍的に向上する。次に、金属フォームやフ
ィンなどの高表面積構造をPCMに組み込むことで、熱交換効率を高める技術が詳述され
ている。また、PCMの漏洩を防ぐためには、マイクロカプセル化や形態安定型PCM

（form-stable PCM）の利用が有効であり、これにより材料の取り扱いが容易になり、
システム設計の柔軟性が増す。過冷却対策としては、適切な核形成剤の選定や複合材料
設計が重要となる。これらの技術は、システムの信頼性と耐久性を向上させ、長期的な
性能維持に貢献する。

背景・業界文脈

地球温暖化対策とエネルギー効率の向上は、今日の社会における喫緊の課題である。
PCMは、その高い潜熱を利用して大量の熱エネルギーを貯蔵できるため、この課題解決
に不可欠な技術として期待されてきた。しかし、上述の技術的障壁がその広範な商業利
用を妨げてきた。今回のレビューは、これらの障壁を乗り越えるための最新の研究動向
と実用的なアプローチを網羅的に提示することで、PCM市場の成長を支援する重要な知
見を提供する。特に、システム全体としての性能評価と最適化の重要性が強調されてお
り、これは実用化に向けた産業界のニーズと合致する。



今後の展望

このレビューは、PCM技術の商業化に向けた研究開発を加速させる上で、貴重な指針と
なるだろう。今後、個々の技術的課題解決に加え、さまざまな応用分野の要求に応じた
複合的なPCMシステムの開発が進むと予想される。特に、スマートビルディングにおけ
る能動的な温度調節、太陽熱温水器や発電システムでの高効率熱貯蔵、さらには工場な
どから排出される産業廃熱を有効活用するシステムの普及が期待される。これらの進展
により、PCMは持続可能なエネルギー社会の実現に不可欠な基盤技術としての地位を確
立するだろう。

元記事: https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-

redirect/AUZIYQE11MrDbuOl29A0XFMZlAD9AjUM1z1rKBTGmKpgF12n0j2aLPEkz2sEU-

AsupbJ9pvL3E05Ka_8L63803syFyRtYXfE7rKYvGftXe6QZfVunHcTbpNI9Ye77Gd9_GQuj2bnWwHvK8FbPhWXtU=

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE11MrDbuOl29A0XFMZlAD9AjUM1z1rKBTGmKpgF12n0j2aLPEkz2sEU-AsupbJ9pvL3E05Ka_8L63803syFyRtYXfE7rKYvGftXe6QZfVunHcTbpNI9Ye77Gd9_GQuj2bnWwHvK8FbPhWXtU=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE11MrDbuOl29A0XFMZlAD9AjUM1z1rKBTGmKpgF12n0j2aLPEkz2sEU-AsupbJ9pvL3E05Ka_8L63803syFyRtYXfE7rKYvGftXe6QZfVunHcTbpNI9Ye77Gd9_GQuj2bnWwHvK8FbPhWXtU=
https://vertexaisearch.cloud.google.com/grounding-api-redirect/AUZIYQE11MrDbuOl29A0XFMZlAD9AjUM1z1rKBTGmKpgF12n0j2aLPEkz2sEU-AsupbJ9pvL3E05Ka_8L63803syFyRtYXfE7rKYvGftXe6QZfVunHcTbpNI9Ye77Gd9_GQuj2bnWwHvK8FbPhWXtU=


#09 次世代AIチップ・EVバッテリー冷却へ新技術：グラ
フェンPCM、液体冷却、AIシステムが発熱問題解決

概要

2026年、熱工学の進歩は、AIチップや電気自動車（EV）バッテリーにおける極端な発
熱問題の管理に焦点を当てている。主要な解決策には、液体冷却、相変化材料
（PCM）、ベイパーチャンバー、そしてAI駆動型熱システムが含まれる。特に、グラ

フェンベースの熱界面材料、カーボンナノチューブ熱拡散材、ナノ強化PCMといった
新興材料がこれらのブレークスルーを推進し、次世代技術の性能、安全性、寿命を向
上させる。これにより、データセンターの運用効率やEVの航続距離・安全性に大きな

影響を与える。

公開日 2026年08月25日  ScienceTimes  アメリカ



詳細

主要成果

2026年における熱工学の最新の進歩は、次世代の人工知能（AI）チップや電気自動車
（EV）バッテリーが直面する極端な熱管理の課題に対し、画期的な解決策を提供してい
る。液体冷却、相変化材料（PCM）、ベイパーチャンバー、そしてAI駆動型熱システム
といった多様なアプローチが統合され、これらの高性能デバイスの性能、安全性、およ
び寿命を劇的に向上させることが期待されている。

技術・臨床詳細

従来の空冷システムでは対応しきれないAIチップの高密度発熱に対応するため、液体冷
却はより効率的な熱除去を実現する。特に、マイクロチャネルやジェット衝突型冷却シ
ステムは、局所的なホットスポットを効果的に管理する。PCMは、その高い潜熱を利用
して大量の熱を吸収・放出し、温度変動を抑制することで、バッテリーの過熱を防ぎ、
劣化を遅らせる。ナノ粒子を組み込んだナノ強化PCMは、熱伝導率をさらに高めること
で性能を向上させている。ベイパーチャンバーは、熱源から離れた場所へ熱を迅速に輸
送するパッシブな方法として機能する。さらに、AIアルゴリズムは、センサーデータに
基づいて熱負荷を予測し、冷却システムをリアルタイムで最適化することで、エネルギ
ー効率と冷却性能のバランスを最大化する。グラフェンベースの熱界面材料やカーボン
ナノチューブ熱拡散材は、優れた熱伝導性を持ち、チップと冷却システムの間の熱抵抗
を低減し、全体の熱管理効率を大幅に改善する。

背景・業界文脈

AIの進化は、より強力で複雑なプロセッサを要求し、その結果、発熱量が飛躍的に増加
している。同様に、EVバッテリーは高容量化と急速充電の要求により、熱暴走のリスク
と性能低下の問題を抱えている。これらの熱課題は、デバイスの信頼性、エネルギー効
率、ひいては製品の市場競争力に直接影響を与えるため、熱工学のブレークスルーは不
可欠である。特に、データセンターの運用コスト削減や、EVのユーザーエクスペリエン
ス向上において、効率的な熱管理は主要な差別化要因となる。



今後の展望

これらの熱工学の進歩は、AIチップのさらなる高性能化とEVバッテリーの安全性向上・
航続距離延伸を可能にし、それぞれの産業の成長を強力に後押しするだろう。液体冷却
システムの小型化と軽量化、PCMの熱サイクル安定性の向上、そしてAIによる予測的熱
管理の精度向上は、今後の主要な研究開発テーマとなる。将来的には、これらの技術が
統合された「スマート熱管理ネットワーク」が、データセンターから個々のモバイルデ
バイス、そして広大なEVインフラまで、あらゆる場所でエネルギー効率の高い運用を実
現する基盤となることが期待される。

元記事: https://ijoer.com/blog/thermal-engineering-breakthroughs-keeping-next-generation-chips-and-

batteries-cool

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ijoer.com/blog/thermal-engineering-breakthroughs-keeping-next-generation-chips-and-batteries-cool
https://ijoer.com/blog/thermal-engineering-breakthroughs-keeping-next-generation-chips-and-batteries-cool


#10 フラウンホーファーIWS、レーザーアークプロセスで
100マイクロメートル超厚の超耐摩耗性ta-Cコーティング
を開発

概要

フラウンホーファー材料・光線技術研究所（IWS）の研究者たちが、極めて耐摩耗

性・低摩擦性の四面体型アモルファスカーボン（ta-C）コーティングの開発で画期的
な成果を上げた。彼らは、レーザーアークプロセスのプラズマフィルター技術を用い
ることで、従来の薄膜システムの限界を克服し、最大100マイクロメートルという超厚

のta-Cコーティングを製造することに成功した。このコーティングは、産業システム
の耐用年数を大幅に延ばし、摩擦を低減することでエネルギー効率を改善する大きな
可能性を秘めている。

公開日 2026年08月26日  Fraunhofer-Institut für Werkstoff- und Strahltechnik IWS  ドイツ



詳細

主要成果

フラウンホーファー材料・光線技術研究所（IWS）の研究チームは、極めて高い耐摩耗
性と低い摩擦係数を持つ四面体型アモルファスカーボン（ta-C）コーティングの開発に
おいて画期的な成功を収めた。従来の技術では困難だった100マイクロメートルもの超
厚膜を、レーザーアークプロセスと独自のプラズマフィルター技術を組み合わせて製造
することに成功した。この成果は、産業機械の寿命延長とエネルギー効率改善に大きく
貢献する可能性を秘めている。

技術・臨床詳細

ta-Cコーティングは、その優れた硬度と耐摩耗性から「ダイヤモンドライクカーボン
（DLC）」の一種として知られている。しかし、これまでの技術では、内部応力のため
に数マイクロメートル以上の厚膜化が困難であった。フラウンホーファーIWSの研究者
たちは、レーザーアーク蒸着プロセスにおいて、プラズマフィルター技術を導入するこ
とで、蒸着時の粒子汚染を抑制し、内部応力を低減することに成功した。これにより、
最大100マイクロメートルの厚膜を形成しながらも、優れた密着性と安定性を維持でき
るようになった。この超厚膜ta-Cコーティングは、例えばエンジン部品、切削工具、ポ
ンプ部品など、高負荷・高摩擦環境で使用される産業システムにおいて、従来のコーテ
ィングでは実現できなかったレベルの耐久性と効率性を提供する。特に、摩擦係数の低
減は、機械システムのエネルギー消費を削減し、運転コストを大幅に引き下げる効果が
期待される。

背景・業界文脈

現代の産業は、より高い生産性、信頼性、そして持続可能性を追求しており、これには
高性能な材料と表面技術が不可欠である。特に、摩耗による部品交換やエネルギー損失
は、製造業における大きな課題の一つである。ta-Cコーティングは、その優れた機械的
特性から長年注目されてきたが、厚膜化の技術的障壁がその広範な応用を制限してき
た。フラウンホーファーIWSのブレークスルーは、この障壁を打ち破り、高性能コーテ
ィングの適用範囲を大幅に拡大するものである。これは、産業界における「インダスト
リー4.0」や「グリーンマニュファクチャリング」の推進に寄与する重要な技術革新と
位置づけられる。



今後の展望

今回開発された超厚膜ta-Cコーティング技術は、自動車産業、航空宇宙産業、機械製
造、医療技術など、幅広い分野での革新的な応用が期待される。特に、長寿命化とエネ
ルギー効率改善が求められる環境下での採用が進むだろう。研究チームは今後、さらな
るコーティング特性の最適化、異なる基材への適用範囲の拡大、そして工業規模での生
産プロセスのスケーラビリティ向上に注力する計画である。この技術は、高付加価値製
品の開発を促進し、持続可能な社会の実現に貢献する基盤となる可能性を秘めている。

元記事: https://idw-online.de/en/news876344

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://idw-online.de/en/news876344


#11 韓国Atommer、LG Electronicsなどからシード資金調
達：超薄型熱バリアコーティングでバッテリー安全性を強
化

概要

韓国の機能性材料スタートアップAtommerは、LG ElectronicsおよびBluepoint Partners

からシード資金を調達した。Atommerは「ファブレス」ビジネスモデルを採用し、材
料設計に特化しつつ、検証と商業化を外部委託することで設備投資を抑制している。
同社の主要製品は、100マイクロメートル以下の超薄型熱バリアコーティングで、バッ

テリーの火災リスクを大幅な体積増加なしに制御することを目指している。将来的に
はITおよび消費者向け電子機器市場への展開を計画している。

公開日 2026年08月24日  WOWTALE  韓国



詳細

主要成果

韓国の機能性材料スタートアップAtommerは、LG ElectronicsとBluepoint Partnersから
シード資金を確保した。同社は、独自の「ファブレス」ビジネスモデルにより、最小限
の設備投資でコア材料設計に集中し、迅速な市場投入を目指している。特に、100マイ
クロメートル以下の超薄型熱バリアコーティング技術を開発しており、これはバッテリ
ーの火災リスクを、デバイスのサイズや重量を大きく増やすことなく低減する画期的な
ソリューションを提供する。

技術・臨床詳細

Atommerの核となる技術は、バッテリーセルの熱暴走（thermal runaway）伝播を効果
的に阻止する超薄型熱バリアコーティングにある。このコーティングは、従来の熱バリ
ア材料と比較して体積膨張が極めて小さいため、限られたスペースしかない小型電子機
器やEVバッテリーパックにも容易に適用できる。ファブレスモデルにより、Atommer

は研究開発と知的財産権の創出にリソースを集中させ、実際の生産は提携工場に委託す
ることで、市場の変化に迅速に対応し、コスト効率の高い製品開発を実現している。こ
のコーティングは、スマートフォン、タブレット、ノートPCなどのIT製品や、ウェアラ
ブルデバイスといった消費者向け電子機器への応用が最優先されており、将来的には電
気自動車（EV）用バッテリーへの展開も視野に入れている。

背景・業界文脈

近年、リチウムイオンバッテリーの普及に伴い、過充電や外部損傷によるバッテリー発
火・爆発事故のリスクが増加し、消費者と業界の双方で安全性への懸念が高まってい
る。従来の熱管理ソリューションは、追加のスペースや重量を必要とすることが多く、
特に小型化が求められる電子機器においては導入が困難であった。Atommerの超薄型熱
バリアコーティングは、このジレンマを解決し、高性能と高安全性を両立させること
で、バッテリー駆動型デバイスの設計における新たな標準を確立する可能性を秘めてい
る。



今後の展望

今回のシード資金調達は、Atommerの技術開発と市場拡大を加速させる上で重要なマイ
ルストーンとなる。LG Electronicsのような大手企業からの投資は、同社の技術力と市場
潜在力に対する強い信頼の証である。今後Atommerは、超薄型熱バリアコーティングの
量産体制を確立し、IT・消費者向け電子機器市場での製品展開を本格化させるだろう。
将来的には、より広範な機能性材料の開発や、他の高成長産業分野への進出も視野に入
れ、先端材料ソリューションのリーディングカンパニーとしての地位を確立することを
目指している。

元記事: https://en.wowtale.net/2026/08/24/234839/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.wowtale.net/2026/08/24/234839/


#12 MITが古代ローマのコンクリートを逆設計：2000年
前の技術で現代の自己修復建材を創出

概要

MITの研究者たちは、Admir Masic准教授の主導のもと、古代ローマのコンクリートを
逆設計することで、現代の自己修復建材の開発に取り組んでいる。彼らは、ローマコ
ンクリートに含まれるカルシウムが豊富な「石灰クラスター（lime clasts）」が、亀裂

が生じると溶解し再結晶化することで、効果的に亀裂を封止するメカニズムを発見し
た。この画期的な発見は、現代のコンクリートに自己修復添加剤を組み込むことで、
より耐久性と持続可能性の高い建設材料の創出を目指すものだ。

公開日 2026年08月22日  The Debrief  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームは、古代ローマ人が建設に使用した
2000年前のコンクリートの組成を徹底的に分析し、その自己修復能力の秘密を解明し
た。彼らは、この古代技術を現代に逆設計することで、亀裂が生じても自ら修復する新
しい建設材料の開発に成功した。これは、現代のインフラが直面する耐久性の課題に対
する革新的な解決策となる。

技術・臨床詳細

Admir Masic准教授が率いる研究チームは、ローマコンクリートに特徴的に見られるカ
ルシウムが豊富な「石灰クラスター（lime clasts）」の役割に着目した。詳細な分析の
結果、これらのクラスターが単なる未反応の石灰の塊ではなく、コンクリートに亀裂が
発生した際に水と接触すると、溶解して炭酸カルシウムを再結晶化させる自己修復剤と
して機能することを発見した。このプロセスにより、微細な亀裂が自動的に埋められ、
コンクリートの構造的完全性が維持される。MITの研究者たちは、このメカニズムを現
代のコンクリートに適用するため、石灰クラスターを模倣した添加剤を開発し、自己修
復機能を持つ新しい建築材料を生み出した。この新材料は、塩害や凍結融解といった過
酷な環境下での耐久性向上に大きく貢献することが期待される。

背景・業界文脈

現代のコンクリート構造物は、経年劣化、環境要因、設計上の問題などにより、ひび割
れや損傷が生じやすいという課題を抱えている。これらの損傷は、構造物の寿命を縮め
るだけでなく、補修に多大なコストと労力を要する。古代ローマの驚くべき耐久性を持
つ建築物は、長年にわたりその秘密が議論されてきたが、今回のMITの研究は、その謎
の一端を解き明かした。この発見は、単なる歴史的知見に留まらず、建設業界に持続可
能性と耐久性という新たな価値をもたらす可能性を秘めている。



今後の展望

MITのこの画期的な技術は、建設業界に大きな変革をもたらす可能性がある。自己修復
機能を持つコンクリートが普及すれば、橋、道路、ビルディングなどのインフラ構造物
の保守費用を劇的に削減し、その寿命を延ばすことができる。さらに、材料生産におけ
る炭素排出量の削減にも貢献し、より環境に優しい建設慣行を推進する。研究チームは
今後、この自己修復コンクリートのスケールアップと商業化に向けた取り組みを進め、
世界中の建設プロジェクトでの採用を目指す。将来的には、より多様な気候条件下での
性能検証や、他の建材への応用可能性の探求も行われるだろう。

元記事: https://thedebrief.org/mit-team-reverse-engineers-a-curious-2000-year-old-roman-technology-

to-create-modern-material-that-heals-its-own-cracks/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://thedebrief.org/mit-team-reverse-engineers-a-curious-2000-year-old-roman-technology-to-create-modern-material-that-heals-its-own-cracks/
https://thedebrief.org/mit-team-reverse-engineers-a-curious-2000-year-old-roman-technology-to-create-modern-material-that-heals-its-own-cracks/


#13 A&B Smart Materials、生分解性SAPsでマイクロプ
ラスチック代替へ：HECパリと資金調達

13_A&B Smart Materials、生分解性SAPsでマイクロプラスチック代替へ：HECパリと資

概要

オックスフォード拠点の深層技術スタートアップA&B Smart Materialsは、セルロース
とデンプンから完全に生分解性の高性能吸水性ポリマー（SAPs）を開発している。こ
の新素材は、衛生用品や農業で使われる化石燃料由来のSAPsを代替し、マイクロプラ

スチック問題を解決することを目指す。同社はプレシード資金を調達し、R&Dと工業
規模での検証を加速させており、年間170億ドル規模の市場に大きな影響を与えること
が期待されている。

公開日 2026年08月26日  HEC Paris  イギリス



詳細

主要成果

オックスフォードを拠点とするディープテックスタートアップA&B Smart Materialsは、
セルロースとデンプンを原料としたバイオベースで完全に生分解性の高吸水性ポリマー
（SAPs）を開発し、マイクロプラスチック問題に対する画期的な解決策を提示した。こ
の新素材は、化石燃料由来のSAPsと同等の性能と価格競争力を持ちながら、環境負荷を
大幅に削減する。同社はプレシード資金を調達し、研究開発と工業規模での検証を加速
させている。

技術・臨床詳細

A&B Smart Materialsが開発した生分解性SAPsは、植物由来のセルロースとデンプンを
独自のプロセスで高分子化することで、従来の石油由来SAPsに匹敵する吸水性、保水
性、耐久性を実現している。これらの素材は、使用後に自然環境下で微生物によって完
全に分解されるため、海洋汚染や土壌汚染の原因となるマイクロプラスチックの発生を
根本から防ぐことができる。応用分野としては、おむつや生理用品などの衛生製品、農
業における保水剤、土壌改良材などが挙げられる。同社は、既存市場のニーズを満たす
性能とコスト効率を両立させることで、サプライチェーン全体での持続可能な移行を促
進することを目指している。プレシード資金は、研究室での開発からパイロット生産、
そして主要顧客との工業規模での共同検証へと迅速に進むための重要な資金となる。

背景・業界文脈

高吸水性ポリマーは、その優れた吸水・保水能力から、衛生用品、農業、建設など幅広
い産業で不可欠な材料となっている。しかし、その多くが石油由来であり、使用後にマ
イクロプラスチックとして環境中に残留し、生態系への悪影響が懸念されてきた。世界
的に使い捨てプラスチックの規制が強化され、消費者や企業の間で持続可能な代替品へ
の需要が高まる中、A&B Smart Materialsのようなバイオベースかつ生分解性のSAPs
は、市場の大きなニーズに応えるものとなる。特に、年間170億ドルに上るとされる
SAPs市場において、同社の技術は既存の市場構造に変革をもたらす可能性を秘めてい
る。



今後の展望

A&B Smart Materialsの生分解性SAPsは、持続可能な材料への移行を加速させる重要な
役割を果たすだろう。プレシード資金によるR&Dと工業検証の加速は、早期の市場投入
と大規模な商業化を可能にする。将来的には、衛生用品や農業分野だけでなく、医療、
食品包装、建材など、さらに広範な用途での採用が期待される。同社は、サプライチェ
ーン全体での協業を通じて、バイオベース素材のイノベーションを推進し、マイクロプ
ラスチックのない社会の実現に貢献することを目指す。この技術の成功は、深層技術ス
タートアップが環境問題解決に果たす役割の好例となるだろう。

元記事: https://www.hec.edu/en/dare/innovation-entrepreneurship/ab-smart-materials-replacing-

microplastic-biodegradable-alternatives

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hec.edu/en/dare/innovation-entrepreneurship/ab-smart-materials-replacing-microplastic-biodegradable-alternatives
https://www.hec.edu/en/dare/innovation-entrepreneurship/ab-smart-materials-replacing-microplastic-biodegradable-alternatives


#14 原子電子トモグラフィーが結晶形成の定説を覆す：高
エントロピー合金で中間状態と多経路を発見

概要

新たな研究が、原子電子トモグラフィーを用いて高エントロピー合金における結晶核
生成と成長のプロセスを詳細に明らかにした。Nature Materials誌に発表されたこの発
見は、核生成に関する古典的な記述に異を唱え、結晶性への勾配、中間状態、複数の

経路の存在を明らかにした。この研究は、結晶形成に関するより柔軟な理解を提供
し、テーラーメイド特性を持つ材料の設計を支援する可能性を秘めている。

公開日 2026年08月25日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

最新の研究が、原子電子トモグラフィーという高度な技術を駆使し、高エントロピー合
金（HEAs）および中エントロピー合金（MEAs）における結晶核生成と成長の過程を原
子レベルで詳細に可視化した。この画期的な発見は、これまで定説とされてきた古典的
な核生成理論に挑戦し、結晶形成がより複雑な勾配、複数の不安定な中間状態、そして
多様な経路を経て進行することを示した。

技術・臨床詳細

研究チームは、超高分解能の原子電子トモグラフィーを用いることで、合金内部で結晶
が形成される瞬間を3次元的かつ原子レベルで追跡することに成功した。従来の理論で
は、結晶核は均一な液相から直接形成されると想定されていたが、この研究では、原子
配列が完全に無秩序な状態から秩序だった結晶構造へと直接移行するのではなく、液相
と固相の中間的な状態、すなわち「中間状態」が存在することを発見した。さらに、結
晶核が形成される経路も一つではなく、複数の異なるパスを通じて結晶性が確立される
ことが明らかになった。この知見は、特定の元素が局所的に濃縮される「勾配」が核生
成に重要な役割を果たすことを示唆しており、単一の原子運動だけでなく、より複雑な
化学的・構造的相互作用が結晶形成を駆動していることを裏付けている。

背景・業界文脈

高エントロピー合金は、複数の元素がほぼ等モル比で混合された次世代の金属材料であ
り、その優れた機械的強度、耐熱性、耐食性から航空宇宙、エネルギー、核融合炉とい
った分野での応用が期待されている。しかし、これらの材料の複雑な組成は、その結晶
形成メカニズムの理解を困難にしてきた。古典的な核生成理論は、比較的単純な系での
経験に基づいており、高エントロピー合金のような複雑な系には十分に適用できないと
いう課題があった。今回の研究は、この根本的な理解のギャップを埋め、高エントロピ
ー合金の設計と性能最適化に新たな道を開くものとなる。



今後の展望

結晶形成に関するこの新しい、より柔軟な理解は、材料科学の教科書を書き換えるだけ
でなく、未来の材料設計に計り知れない影響を与えるだろう。研究者たちは、この知見
を活用して、特定の機能（例：超高強度、優れた耐疲労性、特定の触媒活性）を持つ材
料をより精密に「テーラーメイド」設計できるようになる。特に、高エントロピー合金
の特性を原子レベルで制御することで、これまでにない高性能な構造材料や機能性材料
の創出が加速されることが期待される。今後、この新しい理論的枠組みに基づいた、よ
り洗練された材料設計アプローチや、AIを活用した材料探索アルゴリズムの開発が進む
だろう。

元記事: https://bioengineer.org/atomic-electron-tomography-reveals-crystal-nucleation-and-growth-in-

high-entropy-alloys/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/atomic-electron-tomography-reveals-crystal-nucleation-and-growth-in-high-entropy-alloys/
https://bioengineer.org/atomic-electron-tomography-reveals-crystal-nucleation-and-growth-in-high-entropy-alloys/


#15 新分子ヘキサナイトロゲン（N₆）発見：炭素フリー
エネルギー貯蔵の新たな地平を拓く

概要

新たな分子であるヘキサナイトロゲン（N₆）の発見は、化学結合の限界を拡張し、炭
素フリーエネルギー貯蔵の新しい概念を提供する。高エネルギー窒素同素体をN₂に変
換する際に、有害な副産物なしに大量のエネルギーが放出されることを示す。この発

見は、未来の炭素フリーエネルギー貯蔵、輸送、推進アプローチにインスピレーショ
ンを与えるものであり、まだエネルギー貯蔵技術として確立されていないものの、窒
素化学における全く新しい研究分野を開拓する。

公開日 2026年08月22日  Falling Walls Foundation  ドイツ



詳細

主要成果

化学の世界に新たな扉が開かれた。未踏の分子であるヘキサナイトロゲン（N₆）の発見
は、化学結合の既知の限界を押し広げるものであり、未来の炭素フリーエネルギー貯蔵
に全く新しい概念をもたらす可能性を秘めている。この発見は、窒素ベースの材料から
莫大なエネルギーを取り出す新しい道筋を示唆し、持続可能なエネルギーソリューショ
ンへの探求に新たなインスピレーションを与えている。

技術・臨床詳細

ヘキサナイトロゲン（N₆）は、6つの窒素原子が独特の結合様式で結合した高エネルギ
ー分子であり、窒素化学における安定性の限界を再定義する。この分子の最も注目すべ
き点は、高エネルギー窒素同素体から、極めて安定な二窒素分子（N₂）へと変換される
際に、副産物として環境に有害な物質を一切排出することなく、非常に大きな量のエネ
ルギーを放出するという特性にある。このエネルギー放出は、従来の炭素系燃料燃焼に
匹敵する、あるいはそれを上回る潜在的なエネルギー密度を持つ可能性がある。現在、
N₆は安定したエネルギー貯蔵技術として確立されているわけではないが、その基本原理
は、炭素排出なしにクリーンなエネルギーを供給する新しい方法を模索する研究者に、
全く新しい枠組みを提供している。

背景・業界文脈

地球温暖化と気候変動への対策として、化石燃料に代わる炭素フリーのエネルギー貯蔵
および変換技術の開発は、世界の最重要課題の一つである。水素エネルギーなどがその
有力候補とされているが、貯蔵や輸送の課題も大きい。窒素は地球の大気の約78%を占
める豊富な元素であり、その化学結合エネルギーを効率的に利用できれば、極めて持続
可能なエネルギー源となり得る。今回のN₆の発見は、この窒素の可能性を最大限に引き
出すための、基礎科学における大きな一歩である。これは、エネルギー貯蔵だけでな
く、クリーンな推進システムや爆薬といった分野にも波及効果をもたらす可能性があ
る。



今後の展望

ヘキサナイトロゲン（N₆）の発見は、窒素化学とエネルギー科学における新たな研究分
野を強力に推進するだろう。今後の研究は、N₆の合成経路の最適化、安定性の向上、そ
して実用的なエネルギー貯蔵媒体としての利用可能性の評価に焦点を当てることにな
る。まだ道のりは長いものの、この分子が持つ炭素フリーのエネルギー貯蔵能力は、将
来のクリーンエネルギー技術、特に航空宇宙分野の推進システムや、安全な爆薬材料の
開発において、革新的なブレークスルーを生み出す可能性を秘めている。科学者たち
は、この発見が、炭素ニュートラルな未来に向けた画期的なエネルギーソリューション
の開発に繋がることを期待している。

元記事: https://falling-walls.com/finalists-interviews/peter-schreiner

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://falling-walls.com/finalists-interviews/peter-schreiner


#16 非標識血液分析へ有望なマイクロ波メタマテリアルバ
イオセンサー、高速生体マーカースクリーニングを実現

概要

新しいマイクロ波メタマテリアルバイオセンサーが、非標識での生体等価媒体分析に
おいて高いシミュレーション感度を達成した。Scientific Reports誌に掲載されたこのコ
ンパクトなマイクロストリップセンサーは、誘電特性の変化を検出することで、化学

的標識が不要なポイントオブケア診断における迅速なバイオマーカースクリーニング
に有望性を示している。今後の研究では、複雑な生体サンプルでの検証と、自動解釈
のためのAI統合が計画されている。

公開日 2026年08月27日  AZoM.com  オーストラリア



詳細

主要成果

新たなマイクロ波メタマテリアルバイオセンサーが開発され、非標識での血液分析にお
いて高いシミュレーション感度を達成したことが報告された。このコンパクトなマイク
ロストリップセンサーは、生体等価媒体の誘電特性の微細な変化を検出する能力を持
ち、ポイントオブケア診断（POCT）における迅速かつ簡便なバイオマーカースクリー
ニングの実現に大きな可能性を秘めている。特に、化学的な標識プロセスを不要とする
ことで、診断時間の短縮とコスト削減に貢献する。

技術・臨床詳細

Scientific Reports誌に発表されたこのバイオセンサーは、特定の周波数で電磁波と強く
相互作用するメタマテリアル構造を利用している。生体等価媒体（例えば、血液や体液
の誘電特性を模倣した溶液）がセンサー表面に導入されると、その誘電特性の変化がセ
ンサーの共振周波数やQ値の変化として現れる。この変化は、特定の生体分子やバイオ
マーカーの存在を示唆し、高感度かつ非侵襲的に検出できる。従来の免疫測定法やPCR

のような化学的標識を必要とする手法と比較して、このメタマテリアルセンサーはサン
プル前処理の簡素化、リアルタイム分析の可能性、そしてより迅速な結果提供を実現す
る。シミュレーションでは非常に高い感度が確認されており、将来的な複雑な生物学的
サンプル（全血、血漿など）での実証実験が待たれる。さらに、人工知能（AI）を統合
することで、得られたデータからの自動解釈と疾患診断の精度向上も視野に入れてい
る。

背景・業界文脈

迅速で正確な診断技術は、疾病の早期発見、治療の最適化、公衆衛生管理において不可
欠である。特に、ポイントオブケア診断の分野では、検査室での専門的な分析を必要と
せず、患者のそばで即座に結果が得られる技術への需要が高い。既存のPOCTデバイス
は、多くが化学的標識や複雑な試薬を使用しており、コスト、時間、専門知識の点で課
題を抱えていた。マイクロ波メタマテリアルバイオセンサーの登場は、これらの課題を
克服し、医療アクセスの向上と診断効率の劇的な改善をもたらす可能性を秘めている。



今後の展望

このマイクロ波メタマテリアルバイオセンサーは、将来的に、糖尿病マーカー、がん関
連マーカー、感染症関連の抗体や抗原など、幅広いバイオマーカーの検出に応用される
ことが期待される。初期のシミュレーション結果が非常に有望であることから、今後は
in vitro診断デバイスとしての開発が加速するだろう。実用化には、臨床サンプルでの確
固たる検証と、大量生産におけるコスト効率の最適化が鍵となる。AIとの統合が進め
ば、より複雑な診断アルゴリズムが実現し、個別化医療の進展にも貢献する可能性を秘
めている。これは、次世代の診断技術を牽引する重要なブレークスルーとなるだろう。

元記事: https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16935

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azosensors.com/news.aspx?newsID=16935


#17 MIT、AI拡散モデルと言語モデルを統合し、実用可能
な材料設計の安定率70%を達成し計算コストを大幅削減

概要

MITの研究者らが、AI拡散モデルと言語モデルを統合した新しいフレームワーク
「CrysVCD」を開発し、安定した材料設計の生成に成功しました。この手法は、材料
探索における計算コストを大幅に削減し、化学的妥当性と格子力学的な安定性を、計

算で生成された材料の約70%で保証します。これにより、コンピューターチップ用高
熱伝導材料のような特定の特性を持つ新素材の迅速な発見と開発が促進され、材料科
学のイノベーションが加速することが期待されます。

公開日 2026年08月26日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

MITの研究者らは、「CrysVCD」と名付けられた革新的なAIフレームワークを開発し、
材料設計における安定性と効率性を飛躍的に向上させました。このフレームワークは、
AI拡散モデルと言語モデルを組み合わせることで、特定の特性を持つ材料をより高い確
率で設計し、従来の材料発見プロセスと比較して計算コストを大幅に削減します。具体
的には、計算で生成された材料設計の約70%において、化学的妥当性と高い格子力学的
な安定性を確保することに成功しています。

技術・臨床詳細

CrysVCDフレームワークは、大規模な既存材料データセットから学習したAI拡散モデル
を活用し、原子構造や結合パターンに関する広範な知識を獲得します。さらに、言語モ
デルを統合することで、材料の特性記述や合成条件などのテキスト情報を構造生成プロ
セスに組み込み、よりターゲット指向の設計を可能にします。このハイブリッドアプロ
ーチにより、AIは単に既存パターンを模倣するだけでなく、熱力学的に安定し、特定の
機能要件を満たす新規材料構造を「創造」できるようになります。これにより、コンピ
ューターチップの熱伝導率向上など、具体的な産業ニーズに対応する材料開発が加速さ
れます。

背景・業界文脈

従来の材料発見は、実験と計算による試行錯誤に大きく依存しており、時間とコストが
かかるプロセスでした。特に、新材料の候補が膨大であるため、安定した構造を持つ材
料を効率的に見つけることが課題でした。AIの導入は、この課題を解決するための有望
なアプローチとして注目されてきましたが、生成される材料の安定性や実用性が常に保
証されるわけではありませんでした。CrysVCDの登場は、AIによる材料設計の信頼性を
大幅に高め、実世界での応用可能性を広げるものです。



今後の展望

CrysVCDのようなAI駆動型材料設計プラットフォームは、マイクロエレクトロニクス、
エネルギー貯蔵、触媒、量子コンピューティングなど、多岐にわたる技術分野でのブレ
ークスルーを加速する可能性を秘めています。研究者らは、このフレームワークをさら
に改良し、より複雑な材料システムや合成ルートの設計にも適用することを目指してい
ます。将来的には、AIが人間の介入なしに、特定の機能を持つ新規材料を自律的に設
計・最適化する「自律型材料研究室」の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。これ
は、産業界にとって製品開発サイクルの短縮とコスト削減をもたらし、イノベーション
を加速させる決定的な技術となることが期待されます。

元記事: https://news.mit.edu/2026/ai-helps-design-new-materials-work-real-world-0826

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.mit.edu/2026/ai-helps-design-new-materials-work-real-world-0826


#18 ナノ流体・PCM・熱電発電機の革新で熱エネルギー
貯蔵を最適化、再生可能エネルギー活用とグリッド安定化
を推進

概要

熱エネルギー貯蔵（TES）技術が急速に進展しており、再生可能エネルギーの最適利用

と電力網の安定化に貢献しています。特に、冷却システムの熱伝導率を高めるための
先進ナノ流体や、太陽光発電・スマートビル向けに熱安定性を向上させた相変化材料
（PCM）の設計が進んでいます。さらに、廃熱を電気に変換する柔軟な熱電発電機

（TEG）も開発されており、ウェアラブルエレクトロニクスやセンサーへの応用が期
待されています。

公開日 2026年08月27日  Cleantech Group (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

熱エネルギー貯蔵（TES）技術の革新が加速しており、再生可能エネルギーの効率的な
利用と電力網の安定化に向けて重要な進展が見られます。特に注目されるのは、冷却シ
ステムの熱伝導率を向上させる先進ナノ流体の開発、太陽光発電所やスマートビルディ
ング向けに熱安定性を改善した相変化材料（PCMs）の設計、そしてウェアラブルエレ
クトロニクスやセンサーの電源として廃熱を電気に変換する柔軟な熱電発電機（TEGs）
の開発です。

技術・臨床詳細

再生可能エネルギーの変動性に対応するため、TES技術は系統規模での貯蔵能力を向上
させています。先進ナノ流体は、その高い熱伝導率により、冷却効率を最大化し、デー
タセンターや産業プロセスにおける過熱問題の解決に貢献します。相変化材料は、その
熱容量と相転移温度の調整能力により、昼夜間の温度差を吸収・放出することで、太陽
熱発電の効率を高め、建物のエネルギー管理を最適化します。また、柔軟な熱電発電機
は、体温や機械の廃熱といった低品位の熱源から直接電力を生成することが可能で、電
池交換の必要がない自律型ウェアラブルデバイスやIoTセンサーの実現に不可欠な技術
とされています。これらの技術は、エネルギー効率の向上と持続可能な社会の実現に大
きく寄与します。

背景・業界文脈

世界のエネルギー需要が高まり、気候変動への対応が急務となる中で、再生可能エネル
ギーの導入拡大は不可欠です。しかし、太陽光や風力といった再生可能エネルギーは発
電量が不安定であるため、その安定供給には効率的なエネルギー貯蔵システムが求めら
れています。TES技術は、電力系統の安定化、産業プロセスの効率化、スマートシティ
の実現において中心的な役割を果たすことが期待されており、政府や民間企業からの大
規模な投資と研究開発が進められています。



今後の展望

これらのTES技術の進化は、エネルギー分野に大きな変革をもたらすでしょう。ナノ流
体とPCMsは、ビルディングHVACシステム、データセンター冷却、電気自動車のバッテ
リー管理など、幅広い分野でのエネルギー効率を向上させます。柔軟なTEGsは、ウェア
ラブル医療機器、環境センサー、スマートテキスタイルなど、新しい市場を創出する可
能性を秘めています。今後、材料科学とエンジニアリングのさらなる融合により、より
高効率で低コストなTESソリューションが実現され、持続可能なエネルギー未来への移
行が加速されると見込まれます。
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